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株式会社リコー 

エリクサジェン・サイエンティフィック 

 

リコー、mRNAを活用した創薬支援事業を強化 

～ バイオテクノロジー企業エリクサジェン・サイエンティフィックと株式追加取得で合意 ～ 

 

 

株式会社リコー（社長執行役員：山下 良則、以下 リコー）とエリクサジェン・サイエンティフィック

（CEO：洪 実、米国メリーランド州ボルチモア、以下 eSci社）は、リコーが eSci社の株式を過半数取

得する契約を締結しました。リコーはこれまでに eSci社の株式の 34.5％を取得していますが、eSci社

を子会社化することで、高齢化やパンデミックなどの社会課題を解決するための創薬基盤の整備・構

築を加速し、人々の健康と安心への貢献を目指します。 

 

eSci社は、iPS細胞*1や ES細胞（胚性幹細胞）をさまざまな細胞へ高速分化誘導*2可能な独自の

「Quick-Tissue™」技術を有しており、iPS細胞を用いた創薬研究や疾患研究の効率化に貢献してい

ます。また、本技術における分化の過程で mRNA*3を用いることから、mRNAの設計や製造において

も、eSci社は強みを有しています。リコーはこれまで培ってきたデジタル化技術や AI（人工知能）技術

により eSci社の技術の活用領域を拡大し、個別化医療*4や創薬研究の加速に貢献します。また、

eSci社が保有する豊富な細胞実験データを活用することにより、AI技術を用いた薬剤応答や疾患メ

カニズムの予測ビジネスの開始を目指します。 

 

eSci社は、2021年 9月にアジア・パシフィック地域において初めて＊5mRNA医薬品の CDMO（医

薬品受託製造）事業を開始しました。2021年 11月にはエリクサジェン・サイエンティフィック・ジャパン

（eSci社日本子会社、神奈川県藤沢市、以下 eSciJ社）を設立し、日本国内での事業を強化していま

す。リコーは、同社の事業を自動化技術や生産管理ノウハウで支援し、CDMO事業の規模拡大と効

率化を推進します。同地域における医療用 mRNAの製造能力を強化することで、ワクチンをはじめと

する mRNA治験薬および mRNA原薬の製造を支援していきます。 

*5 2021年 9 月 eSci社調べ 

 

 

mRNA・iPS細胞を活用した創薬支援の概要 

世界中で新たな感染症の発生や高齢化が進む中、個別化医療の実現が期待されています。一方

で、個別化医療に必要となる新薬の研究開発においては、候補物質の製造や薬効を有する物質の

選定、安全性検証など、開発期間の短縮が重要な課題となっています。 

mRNAを用いた創薬は、新型コロナウイルス感染症のワクチンの迅速な実用化が注目を集めてい

るように、特定の遺伝子情報の一部をコピーするなどにより、短時間で効果のある配列の設計が可能

であるため、従来の医薬品と比較して大幅に研究開発期間を短縮することが可能となります。ワクチン

やがん治療薬としての活用が期待されています。 

また、iPS細胞は多様な細胞に分化させることで、さまざまな遺伝的な背景の患者に対する候補薬

の作用の事前確認に用いることができます。その結果、動物実験や臨床試験に用いる候補薬を素早

く効率的に絞り込むことができます。 

 



  

用語の説明 

*1 iPS細胞： 

人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cells）。細胞を培養して人工的に作られた多能性

の幹細胞であり、さまざまな種類の細胞への分化が可能。 

*2 分化（誘導）： 

iPS細胞・ES細胞から狙いの細胞を作製すること。 

*3 mRNA： 

メッセンジャーRNA（messenger RNA）。DNAから遺伝情報の一部を写し取り、たんぱく質を合成

する働きを持つ。 

*4 個別化医療： 

疾患の状態や個人の体質（遺伝情報など）に応じた最適な治療を行うこと。 

 

 

■関連ニュース 

iPS細胞を活用したバイオメディカルの共同事業を北米中心に開始 

https://jp.ricoh.com/release/2019/0619_1 

神経の薬剤応答が測定可能なヒト神経薬効・毒性評価プレートを提供開始 

https://jp.ricoh.com/release/2020/1203_1 

Elixirgen Scientific, Inc. 湘南ヘルスイノベーションパーク（湘南アイパーク）入居のお知らせ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000032895.html 

 

 

■お問い合わせ先 

 

株式会社リコー  https://jp.ricoh.com/ 

報道関係のお問い合わせ先： 広報室  TEL：050-3814-2806  E-mail：koho@ricoh.co.jp 

お客様のお問い合わせ先： リコーフューチャーズビジネスユニット バイオメディカル事業センター 

 E-mail：healthcare_ipsc@jp.ricoh.com 

 

エリクサジェン・サイエンティフィック 日本支社代表 https://elixirgensci.com/jp/  

お客様のお問い合わせ先： TEL：050-5375-0509  E-mail： jp@elixirgenscientific.com  

 

 

 

＊記載の社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

| Elixirgen Scientificについて | 

エリクサジェン・サイエンティフィックは、米国メリーランド州ボルチモアを拠点に幹細胞関連製品の研究開発・製造・

販売および合成 mRNA の受託製造を行っているバイオテクノロジー企業です（2021年 11 月、日本法人エリクサジ

ェン・サイエンティフィック・ジャパンを設立）。iPS細胞からさまざまな細胞へ、1 週間程度で再現性よく分化誘導する

技術、および医薬品の製造・品質管理に関する基準である cGMP準拠環境下で mRNA を合成する技術をベース

に、より早くより低コストな創薬を支援することで、人々の生活の質を向上させる未来を目指しています 。 

 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://jp.elixirgensci.com/  
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| リコーグループについて | 

リコーグループは、お客様のデジタル変革を支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷およ

び画像ソリューションなどを世界約200の国と地域で提供しています（2022年3月期グループ連結売上高1兆

7,585億円）。 

imagine. change. 創業以来85年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリ

ーディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人々の生活の質の

向上、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。  

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://jp.ricoh.com/ 
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